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子ども達を守るための
私たちの取り組み

救急は、本来重症患者
の

ためのもの

『知ろう！小児医療 守ろう！子ども達』の会



なぜ、ふつうの母が？
会を立ち上げたきっかけ

真夜中、待合室に溢れかえる子ども達

疲労の中で命を守ろうとする医師、看護師さん達

小児科医が天職・・・過酷な勤務で働き

うつ病を発症された中原利郎先生の過労死

小児は入院の必要がない軽症患者が9割以上

あわせてOECDとの医師数比較

『知ろう！小児医療 守ろう！子ども達』の会



『知ろう！小児医療 守ろう！子ども達』の会

目指すこと

『知ろう！小児医療 守ろう！子ども達』の会

「全ての親が、子どもの病気に
ついての知識を持ち、納得できる
医療をうけられる社会」

子どもの命を守るために・・・

「医師の労働環境の改善」



『知ろう！小児医療 守ろう！子ども達』の会

①お母さんにむけて

子どもの病気を学ぶ講座を開催
電話やサイトによる相談案内の

啓蒙 (子どもの救急サイトと＃7119,＃8000紹介）

小児科医から直接学ぶ機会

「子どもの病気とその対処法」
「同じ症状でも救急外来にいくべきときとは」
「お医者さんとの付き合い方、かかり方、伝えるべきこと」
「予防接種」「けいれん」など

※単なる知識だけでなく、納得できる医療の受け方、
医師とのかかわり方などについても★



②自治体への働きかけ

『知ろう！小児医療 守ろう！子ども達』の会

母親学級、乳児健診で子どもの
病気を知る機会の提案と
小冊子の配布を依頼

全ての親が子どもの病気について
学ぶ機会をつくるために
自治体で行われている、母親学級や乳児健診
において、子どもの病気の小冊子を配布することや
子どもの病気を習う機会があるようにと
働きかけを行っています。
（東京、埼玉、山口）



③医療界改善にむけて

『知ろう！小児医療 守ろう！子ども達』の会

なぜ医師は24時間、36時間連続勤務などという働き方で

労働基準法に違反しないか？→ベストな状態？？？

小児医療の厳しい現状の
改善にむけ、勉強と働きかけ

医療関連のシンポジウムや学会に参加し
親の立場からの声をあげています

小児科医の過重労働など
小児医療が抱える問題の改善のためには
国や医師だけでなく、私たち親にもできることが
あるのではないかと考えています



知ってよかった！それが活動の原点です。

子どもの病気の対処法

医師とのかかわり方、薬との付き合い方

お産、命が絶対的なものではないということ

トリアージ・・・軽症だからといって待つのはつらい、

お互いさまの気持ち

知って安心した。納得した。

だから、一人でも多くの方に伝えたい。

『知ろう！小児医療 守ろう！子ども達』の会



会の協力医・豊島先生の取り組み

『知ろう！小児医療 守ろう！子ども達』の会
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